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　本計算結果か ら、第
一

脚 の延長線上 の外表面に お い

て は、中性子線量当量率は第一脚の 屈曲点が 近 づ くに

した が っ て
一様に増加す るが、ダク トの 中心線 で は 明

らかな最小点 が見られ る 。 こ れ に よ り、2 回90°

屈曲

中性子 ダク トス トリーミ ン グ体系 に お い て は、ス ト

リーミ ン グ を有効に低減可能 な 屈曲点 が 存在す る と結

論 づ けられ る。
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　高原子番号物質に低エ ネ ル ギー光子を照射 し た場

合、光子 お よ び電子 が後方 に散乱 され る 。 こ の と き、

光電子 お よびオ
ージ ェ 電子 が 個数や エ ネ ル ギーに お い

て 無視で き な い 割合を 占め る可能性が あ る 。 そ の 評価

に は モ ン テ カ ル ロ 輸送計算法 が有用 で あるが、従来 の

汎用輸送計算 コ ードで は、K 、
　 L殻 か ら の 光電子 は考慮

して い るが 、M 、　 N 殻電子やオ
ージ ェ 電子 は 無視 し、

そ の 場合 の 計算精度 は十分 に確か め ら れ て い な い 。そ

こ で本研究で は、光子 に よ る電離過程 に お け るモ ン テ

カ ル ロ シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 精度 を調べ る ため、金か らの

反射電子 エ ネ ル ギ ーを モ ン テ カ ル ロ 輸送計算 コ ードに

より解析 し、実験値 との 比較 を行 っ た。

　実験 で は、厚 さ90ミ ク ロ ン の 薄い ホ ウ酸リチ ウ ム 熱

蛍光素子 の 後ろ に厚さ 1 ない し0．25 ミ クロ ン の 金箔を

密着 させ 、放射光か らの 15〜40キ ロ 電子ボル トの単
一

エ ネ ル ギ
ー

光子を照射 した 。 電子 の エ ネル ギ
ー

反射 の

度合 い は、後方散乱因子すなわ ち金箔 が あ る 場合 とな

い 場合に各々素子 に吸収さ れ る エ ネ ル ギー
の 比 に よ り

定義 した。計算 に は、ITS光子 ・電子輸送 モ ン テ カ ル

ロ コ ードを用い 、得られ た散乱因子 を実験値 と比較 し

た 。 そ の 結果、M 、　 N殻電子輸送 を考慮 しな い 場合 、

光子 エ ネ ル ギーが L吸収端 エ ネ ル ギーよ り上 で あ っ て

も、後方散乱因子 の 計算値は、実験値 よ り小 さ くな る

こ と を 明 らか に した。オ ージ ェ 電子 の 影響 は 見 られ な

か っ た。15keVエ ネ ル ギーに 対 して 実験値が 計算値 よ

り小 さ くな る理 由は 、空 気 に よ る 減衰 お よ び素子表面

に 存在す る と思 わ れ る 不感層 に よ る もの と 考 え られ

る。つ ぎに、M 、　N殻電 子 とオ ージ ェ 電 子 の エ ネ ル ギ ー

付与 へ の 寄与 に 対す る エ ネ ル ギ ー
依存性 を 見 るた め、

反射電子 エ ネ ル ギーの 入射光子 エ ネ ル ギーに 対す る比

を 計算 した。そ の 結 果、M 、　N 殻 電 子 とオ ージ ェ 電 子

の 影響 は 各吸収端 に 近 づ く ほ ど大 き く な る こ とが わ

か っ た。こ れ は 、吸収端 に 近 づ くに っ れ、K、　 L殻光電

子 の エ ネ ル ギーは非常 に 小 さくな る ため、オージ ェ 電

子 お よ びM 、N 殻電子 エ ネ ル ギーが相対的に大き く な

る た め で あ る。
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